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【背景・目的】 







対象は、DIACETに参加した当科通院中の糖尿病患者 7,107名（1型 1,269名、 
2 型 5,838 名）である。OSA の有無は、自記式質問票によりその診断歴の有無
を確認した。HbA1c、BMI、腎症などの合併症の有無・重症度を診療記録より
抽出し、低血糖症に関する情報、大血管障害の既往など調査票から得られた情
報とともに、OSA との関連を 1 型、2 型糖尿病別に検討した。 
【結 果】 
OSA 診断歴のある患者は 1 型糖尿病 20 名（1.6%）、2 型糖尿病 421 名（7.2%）
であり、1 型で有意に少なかった（p<0.0001）．1 型糖尿病において、OSA 患者
は男性が多く、年齢・BMI が高く、推算糸球体濾過量（以下 eGFR）は低値で
あった（いずれも p<0.05）。2 型糖尿病でも同様に、OSA 患者で男性が有意に多














報同様 BMI、男性、脳血管障害、虚血性心疾患、足壊疽が OSA の独立した危険
因子であった。 
【結 論】 
本研究の結果、1 型糖尿病患者において重症低血糖が OSA の独立した危険因
子であることが明らかとなった。若年や痩せ型であっても重症低血糖を認める
1 型糖尿病患者において、いびきや日中の眠気が強いなど OSA が疑われる場合
には、ポリソムノグラフィーなどによる積極的な精査が必要と考えられた。 
 
 
